
   運輸安全マネジメントに関する取り組みについて 

                    平成 28 年 2 月～平成 29 年 1 月 

                       高野口運送株式会社 

 

高野口運送株式会社においては、輸送の安全を確保する為に、以下のとおり全役職員が 

一丸となって取り組んでまいります。 

 

 

 

１、 輸送の安全に関する基本的な方針 

（１） 取締役社長は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識 

     し、社内において輸送の安全の確保に主導的な役割を果たしてまいります。 

     又、事業所における安全に関する声に真摯に耳を傾けるなど現業部門の状況

を充分に踏まえつつ、役職員に対して輸送の安全の確保がもっとも重要であ

るという意識を徹底させます。 

（２） 会社は、輸送の安全に関する「計画の策定、実行、チェック、改善（これ

を「Plan、Do、Check、Act」という。）」を確実に実施し、安全対策を不断

に見直すことにより、全役職員が一丸となって業務を遂行するほか、絶え

ず輸送の安全の向上に努めてまいります。又、輸送の安全に関する情報に

ついては、積極的に公表いたします。 

 

 

２、 輸送の安全に関する重点施策 

（１） 輸送の安全の確保がもっとも重要であるという意識を徹底し、関係法令お

よび安全管理規定に定められた事項を厳守いたします。 

（２） 輸送の安全の確保に関する費用支出および投資を積極的かつ効率的に行う

よう努めます。 

（３） 輸送の安全に関する内部調査を行い必要な是正措置または予防措置を講じ

ます。 

（４） 輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要な情報を

伝達、共有いたします。 

（５） 輸送の安全に関する教育および研修に関する具体的な計画を策定し、これ

を適確に実施いたします。 

 

 



３、 安全管理規定 

    別紙「安全管理規定」に定めます。 

 

４、 輸送の安全に関する計画 

（１） 教育計画 

年間計画を作成のうえ、全乗務員の運転状況をチェックするとともに、

運転教育を行います。 

（２） 設備投資 

      車両については、計画的に最新の型式へ代替してまいります。 

     また、平成 22 年度から順次ドライブレコーダー を搭載してきましたが平

成 23 年 1 月に全車両に装着完了いたしました。なお、平成１９年３月から

GPS（位置情報サービス）を活用した Loco モビシステムを採用し、運行管

理者が全車両の現在地を把握できるシステムも構築されており、故障やトラ

ブル、万一の事故にも適確に対応できます。また、従来の設置型アルコール

検知器に加え法改正に伴い、携帯型（記録式）アルコール検知器も各乗務員

に配備しております。 

     

 

（３） 平成 28 年度 輸送の安全に関する行事計画   高野口運送㈱ 

運行管理   選任運転手の健康診断受診による健康管理  通年 

        乗務前の点呼、中間点呼の徹底運動     実施継続中 

        過積載厳禁・法令の順守・徹底運動     実施継続中 

        運行管理者会議              奇数月開催 

 安全運動   春の全国交通安全運動協賛運動       5/11～5/20 

        秋の全国交通安全運動協賛運動       日程未定 

                 安全推進班長会議             2 月・8 月 

        ドライブレコーダー記録による KYT 等の  1 月開催 

        外部講師による社内安全講習（全社員参加）  

        班別安全推進運動             実施継続中 

        年末年始安全輸送強化月間         12 月・1 月 

        労働災害防止推進運動 （熱中症他対策）  7 月・8 月 

 車両安全整備 運行前点検の徹底             実施継続中 

        年末年始安全輸送点検強化運動月間     12 月・1 月          

   その他  事故原因究明対策会議           事故発生時 

  外部研修  安全運転中央研修所派遣 （ひたちなか市） 9 月 

        運行管理者一般講習            9 月 



 

５、 輸送の安全に関する教育及び研修計画 

（１） 現業部門の代表者 

      経営者レベルと統括運行管理者による意見交換等を含めて会議を開催し、

双方向で情報の共有化を実践のうえ輸送の安全性向上に努めるため、定期的

に運行管理者会議を開催いたします。 

     また、運行管理者に関しては独立行政法人自動車事故対策機構の一般講習を

受講させています。 

      

（２） 安全マネジメント研修 

    株式会社 Luna によるドライブレコーダーの記録をもとに(過去の他社事

故事例・自社の走行記録)映像による安全マネジメント研修を行い、乗務員

全員の走行記録を確認、ヒヤリハットを共有するとともに運転技術、運転マ

ナーを改善する意識付けを行いました。 

（３） ドライバー安全教育訓練研修 

      毎年、茨城県ひたちなか市の安全運転中央研修所において大型ドライバー

研修へ参加させております。 

     また、多年にわたって大型ドライバーの研修参加と交通安全対策推進により、

平成 23 年 7 月 15 日に続き、平成 25 年 11 月 1 日に自動車安全運転センタ

ーより再度感謝状を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６、 輸送の安全に関する目標の設定 

事故の実情および事故の削減目標 

＊ 平成 27 年度事故発生状況 ＊自責事故目標 3 件以内達成できました。 

・ 人身事故・・・・ゼロ 

・ 車両事故・・・・3 件 

※ 自動車事故報告規則第 2 条に該当する重大事故 0 件 

＊ 平成 28 年度安全に関する目標 

・ 人身事故・・・・ゼロ       

・ 車両事故・・・・自責事故 0 件   

※ 自動車事故報告規則第 2 条に該当する重大事故 0 件 

 

 

７、事故、災害時に関する報告連絡 

（１） 交通事故が発生したときは、当該交通事故に係る車両等の運転者、その他 

  の運転者は、直ちに車両等の運転を停止して、負傷者を救護し、道路における

危険を防止する等必要な措置を講じる。 

（２） 事故現場において必要な措置を講じた後は、警察に連絡しその指示に従う

とともに会社、関係各社連絡先に連絡を取りその指示に従うこと。 

 

（３） 社内連絡体制                           

                 社長 

 

 

  

         運輸部長           関東支店長 

 

 

         運輸課長           営業部長 

 

 

 

    事故係       主任        関係各社 

 

 

   事故惹起者      班長      各乗務員    平成 28 年 2 月体制          


